
H29.6.19　第
だい

１回
かい

計画
けいかく

検討
けんとう

部会
ぶかい

　資料
しりょう

２

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（第
だい

４次
じ

）を作
つく

るに当
あ

たっての基本的
きほんてき

な国
くに

の考
かんが

え方
かた

の案
あん

位置
いち

付
づ

け：障
しょう

害
がい

者
しゃ

基本法
きほんほう

に基
もと

づいて作
つく

るもので、国
くに

が組
く

み立
た

てる障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための取組
とりくみ

の最
もっと

も基本的
きほんてき

な計画
けいかく

計画
けいかく

期間
きかん

：平成
へいせい

30（2018）年
ねん

度
ど

から34（2022）年
ねん

度
ど

までの５年間
ねんかん

背景
はいけい

①：障
しょう

害
がい

者
しゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

⇒様々
さまざま

な分野
ぶんや

にまたがる課題
かだい

とされる性別
せいべつ

等
とう

への配慮
はいりょ

や統計
とうけい

を含
ふく

め、条約
じょうやく

との整合性
せいごうせい

の確保
かくほ

が必要
ひつよう

背景
はいけい

②：障
しょう

害
がい

者
しゃ

差別
さべつ

解消
かいしょう

法
ほう

の施行
しこう

⇒差別
さべつ

の解消
かいしょう

に向
む

けた社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

（バリア）を取
と

り除
のぞ

くため、”利用
りよう

のしやすさ”の更
さら

なる向上
こうじょう

が必要
ひつよう

○社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を取
と

り除
のぞ

くための、障
しょう

がい者
しゃ

の”利用
りよう

のしやすさ”向上
こうじょう

の環境
かんきょう

整備
せいび

が重要
じゅうよう

○社会
しゃかい

のあらゆる場面
ばめん

で”利用
りよう

のしやすさ”

向上
こうじょう

の視点
してん

を取
と

り入
い

れることを通
つう

じ、社会
しゃかい

全
ぜん

体
たい

で強力
きょうりょく

に推進
すいしん

○障
しょう

がいのある女性
じょせい

や障
しょう

がい児
じ

は複合的
ふくごうてき

な困
こん

難
なん

な状況
じょうきょう

におかれる場合
ばあい

がある。

○複合的
ふくごうてき

な困難
こんなん

に直面
ちょくめん

する障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する

丁寧
ていねい

な配慮
はいりょ

が求
もと

められていることを踏
ふ

まえ

て、障
しょう

がい者
しゃ

への取組
とりくみ

を作
つく

り実施
じっし

する。

○政策
せいさく

の計画
けいかく

などは客観的
きゃっかんてき

な根拠
こんきょ

に結
むす

びつい

て行
おこな

われるべき、という視点
してん

から、障
しょう

がい者
しゃ

の実態
じったい

を適切
てきせつ

に把握
はあく

するため、統計
とうけい

の充実
じゅうじつ

が

必要
ひつよう

○障
しょう

がい者
しゃ

への取組
とりくみ

を継続
けいぞく

して見直
みなお

す。

課題
かだい

③：統計
とうけい

とPDCA
ぴーでぃーしーえー

サイクル（※）

　　　　の充実
じゅうじつ課題

かだい

①：”利用
りよう

のしやすさ”の向上
こうじょう

背景
はいけい

③：2020東京
とうきょう

パラリンピックの開催
かいさい

決定
けってい

⇒日本
にほん

の障
しょう

がい者
しゃ

への取組
とりくみ

が世界
せかい

の見本
みほん

となることの実現
じつげん

が必要
ひつよう

※PDCA
ぴーでぃーしーえー

サイクル：Plan
ぷらん

（計画
けいかく

）、Do
どぅー

（実行
じっこう

）、Check
ちぇっく

（評価
ひょうか

）、Action
あくしょん

（改善
かいぜん

）を繰
く

り返
かえ

し、取組
とりくみ

をどんどん良
よ

くしていく仕組
しく

み。

１　障
しょう

 害
がい

者
しゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（第
だい

４次
じ

）の位置
いち

付
づ

け

２　障
しょう

 害
がい

者
しゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（第
だい

４次
じ

）の背景
はいけい

課題
かだい

②：性別
せいべつ

や年齢
ねんれい

による複合的
ふくごうてき

な困難
こんなん

　　　　への配慮
はいりょ



（1）障
しょう

害
がい

者
しゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

の理念
りねん

の尊重
そんちょう

・整合性
せいごうせい

　　　の確保
かくほ

（2）社会
しゃかい

のあらゆる場面
ばめん

における”利用
りよう

の

　　　しやすさ”の向上
こうじょう

（3）当事者
とうじしゃ

の立場
たちば

に立
た

った総合的
そうごうてき

かつ分野
ぶんや

　　　横断的
おうだんてき

な支援
しえん

３　各分野
かくぶんや

に共通
きょうつう

する横断的
おうだんてき

視点
してん

（4）障
しょう

がい特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

した丁寧
ていねい

な支援
しえん （5）性別

せいべつ

、年齢
ねんれい

による複合的
ふくごうてき

な困難
こんなん

に配慮
はいりょ

　　　した丁寧
ていねい

な支援
しえん

（6）PDCAサイクル等
とう

を通
つう

じた、効果
こうか

のあ

　　　る取組
とりくみ

の推進
すいしん

　「命
いのち

の重
おも

さは障
しょう

がいの有
あ

り無
な

しによって少
すこ

しも変
か

わることはない」という当
あ

たり前
まえ

の認識
にんしき

を社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で共有
きょうゆう

し、障
しょう

がい者
しゃ

と障
しょう

がいのない者
もの

がお互
たが

いに自然
しぜん

な態度
たいど

で接
せっ

することが日常
にちじょう

になるように、国民
こくみん

の理解
りかい

促進
そくしん

に努
つと

める。

４　命
いのち

の大切
たいせつ

さ等
とう

に係
かか

わる国民
こくみん

の理解
りかい

促進
そくしん


